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地域課題とゴール設定

日良し米ブランディング活動

地域農業振興
（経済）

環境問題
（環境）

地域内外の
繋がりの醸成
（社会）

環境保全型農法×天日干しに
よる高付加価値化

土壌微生物の活性化、極力農
薬、化学肥料を使わず栽培

伏見稲荷近くのマルシェや大学内カフェ
＆で日良し米と世木地域について発信
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PR動画を制作

南丹市立殿田中学校との連携活動

地域農業振興
（経済）

地域内外の
繋がりの醸成
（社会）

獣害被害の低減
地域内経済循環への寄与

地産地消の推進

中学生と私たち大学生の
活動に地域の方も参加
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世木地域のキャラクター＆ロゴマーク作成

地域農業振興
（経済）

地域内外の
繋がりの醸成
（社会）

世木地域の農産物であ
ることをPR

独自の環境農法認証基準を満

たした農産物・加工品に添付
（予定）

世木地域住民へのアン
ケート結果をもとにキャ
ラクターの特徴を抽出
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世木地域在住者にキャラ
クターデザインを依頼。
今後は農産物ブランディ

ングのための環境農法認
証基準ラベルに使用を検
討中

フェノロジーカレンダー作成

地域農業振興
（経済）

地域内外の
繋がりの醸成
（社会）

四季折々の世木の見どころ、
イベントなどを一覧化

制作過程で地域の自然、
文化の多様性を再認識
グリーンツーリズムを推進

集落ごとに分かれていた
マップを統合・集落間の
つながりを強化

6龍谷大学 南丹プロジェクト

フェノロジーカレンダー：地域の植物・行事・食の旬な
ど1年間の移り変わりを一目で分かるようにしたもの
（期待効果）地域の特色についての理解促進、観光大使
としての役割

地域農業振興
（経済）

環境問題
（環境）

地域内外の繋がりの醸成
（社会）

地域ブランドの確立
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活動で身についた力

①プロジェクトマネジメント能力
計画性・スケジュール管理能力・主体的な関わり

②地域リソースの分析と戦略立案
・フェノロジーカレンダーに載せる地域資源の再確認

・日良し米のブランディング

・中学生との協働商品化
・ロゴマーク作成

③イノベーションと商品開発
・日良し米とジビエを使った新商品の発信

⑥イニシアティブとリーダーシップ

・解決策の道筋を自分たちで見つけること

ができた

⑤社会的意識と持続可能性への関心
・田植え、稲刈りを体験した
・日良し米を広げる社会的価値

④プロジェクトチームとの連携
・商品開発・フェノロジーカレンダー作成の

ワークショップ
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日吉町ってどんなところ？

京都府南丹市日吉町世木地域

日吉町ってどんなところ？

京都府南丹市日吉町世木地域

主な活動スケジュール
8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

５日
PR動画の素材
集め、
会議（中学生と
の連携・商品開
発・マスコット
キャラクター）

２４日
ロゴマーク・
フェノロジーカ
レンダーのため
のアンケート実
施

2日
フェノロジーカ
レンダー（以下
PC)作成のため
の視察・提案

１０日
稲刈り、PR動画
の素材集め

３０日
合宿（１日目）

中学生対象の
講義ビデオ作成

１日
合宿（２日目）

１３日
殿田中学校鹿
肉チャーハン
試食と評価

２１日
地元在住の映
画監督の協力
でPR動画編集

12日
PC第1回ワー
クショップ

２５日
なないろマル
シェ@稲荷橋
で物産販売

２６日
先行事例の視
察（丹波市・丹
波篠山市）

2日
PC第2回ワー
クショップ

９日
鹿肉チャーハ
ン販売@道の
駅スプリング
スひよし

20日
PC 第 3 回
ワークショッ
プ

10日
環 境 農 法
基準と認証
ロゴマーク
の検討

２5日
世木地域
での成果
報告・意見
交流会
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大学名 龍谷大学
指導責任者 政策学部 教授 大石尚子
事業名 「龍谷大学南丹市日吉町世木地域における持
続可能な農山村実現のための地域ブランド創出に向
けた商品開発と地域の担い手づくり」
府内の活動地域 南丹市日吉町世木地域
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